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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
千
円

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
０
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
高
点
数
」医
療
機
関
が
選
ば
れ
る
傾
向
と
そ
の
対
策

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区

日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　
　

定
員　

30
人

講
師　

浪
速
区
消
防
署　
　

会
費　

無
料

内
容　

�

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
。修
了
証
交
付

普
通
救
命
講
習

患
者
接
遇
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
27
日
（
日
）

　
　
　

第
１
部　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

第
２
部　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　

※
１
部
・
２
部
と
も
内
容
は
同
じ

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

各
１
０
０
人

講
師　

石
割
郁
子
氏
（
Ｅ
＆
Ｅ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
代
表
）

会
費　

会
員
、
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

「
患
者
を
モ
ン
ス
タ
ー
に
し
な
い
た
め
の
接
遇
と
は
」

ク
レ
ー
ム
の
初
期
対
応
と
安
全
管
理
と
し
て
の
接
遇
の
基
本

日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時
～
６
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ　
　

会
費　

５
千
円

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
・
家
族
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座
―
決
算
編

北
大
阪
地
区

日
時　

�

１
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

�

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
５
号
会
議
室
（
千
里
中
央

駅
か
ら
徒
歩
３
分
）　
　

定
員　

40
人

講
師　

清
水
聖
保
氏
（
精
神
科
医
、
東
淀
川
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
に
お
け
る
、精
神
疾
患
を
持
つ
患
者
治
療
の

ア
ド
バ
イ
ス

経
税
部
　
院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
経
税
部
員
、
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

将
来
を
見
据
え
た
自
院
決
算
書
の
読
み
方

　

歯
科
医
師
と
な
り
四
十
数

年
に
な
る
。

　

当
時
の
歯
科
医
療
は
、
そ

の
時
（
患
者
）
に
具
合
の
悪

い
所
を
治
癒
す
る
の
が
精
い

っ
ぱ
い
の
時
代
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
患
者
の
具
合
の
悪
い

所
を
治
療
す
る
の
で
は
な

く
、
口
腔
全
体
を
考
え
た
治

療
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
し

て
現
在
も
、
そ
の
ま
ま
の
治

療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

21
世
紀
も
十
数
年
過
ぎ
て

い
る
が
、
ま
だ
20
世
紀
の
歯

科
医
療
が
続
い
て
い
る
。
世

の
中
の
時
代
が
変
化
し
て
い

る
。
も
う
少
し
患
者
中
心
の

歯
科
医
療
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

21
世
紀
の
歯
科
医
療
の
一

つ
と
し
て
、
医
科
・
歯
科
が

連
携
し
病
気
の
原
因
を
探

り
、
そ
の
原
因
と
な
る
物
を

除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
病
気

が
治
る
よ
う
に
す
る
と
い
う

治
療
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
歯

科
医
療
に
お
い
て
起
こ
り
得

る
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

因
子
に
は
、
歯
科
材
料
、
歯

科
薬
品
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
身
の
病
気
を
治
る
よ

う
に
す
る
医
科
・
歯
科
連
携

の
医
療
を
21
世
紀
の
歯
科
医

療
の
一
つ
と
し
て
診
断
（
想

定
）、
除
去
す
る
技
術
、
治

療
な
ど
を
現
在
行
っ
て
い

る
。

会
員
投
稿

会
員
投
稿

の
健
康
を
守
る
に
は
、
平

和
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提

だ
。
日
々
の
診
療
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
憲
法
９

条
や
25
条
に
依
拠
し
た
社

会
保
障
と
し
て
の
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
り
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
今
年
の
大

き
な
課
題
と
な
る
。

　

協
会
は
、
憲
法
の
理
念

に
基
づ
き
、
平
和
を
脅
か

す
あ
ら
ゆ
る
策
動
や
社
会

保
障
削
減
の
動
き
に
反
対

す
る
。
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
、
医
療
・
社
会
保

障
充
実
を
求
め
て
全
力
を

尽
く
す
。

衆
院
選
結
果

　

衆
院
選
は
、
自
民
党
が

単
独
過
半
数
を
大
き
く
上

回
る
議
席
を
得
た
。
こ
の

結
果
に
戸
惑
っ
て
い
る
人

は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

選
挙
中
の
有
権
者
の
関

心
は
、「
景
気
・
雇
用
」

が
最
多
で
、
次
い
で
「
消

費
税
や
社
会
保
障
」
だ
っ

た
（
朝
日
新
聞
世
論
調

だ
。

　

民
意
と
選
挙
結
果
の
乖

離
が
深
刻
に
な
る
な
か

で
、
自
民
党
の
公
約
に
は

４
年
前
に
有
権
者
に
拒
否

さ
れ
た
政
策
が
目
白
押
し

に
な
っ
て
い
る
。
憲
法
改

は
、
民
意
が
き
ち
ん
と
反

映
さ
れ
な
い
小
選
挙
区
制

に
あ
る
。
小
選
挙
区
に
お

け
る
自
民
党
の
得
票
率
は

43
％
だ
っ
た
が
、
獲
得
議

席
は
８
割
を
占
め
た
。
民

意
を
よ
り
正
確
に
反
映
す

果
、
新
自
由
主
義
を
掲

げ
、
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推

進
す
る
勢
力
が
圧
倒
的
な

議
席
を
得
た
。
東
京
の
小

選
挙
区
を
対
象
に
し
た
東

京
新
聞
の
調
査
で
は
、
世

論
の
６
割
が
原
発
ゼ
ロ
を

査
）。
憲
法
改
定
や
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
重
要

な
テ
ー
マ
と
考
え
た
人

は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
は
ず
だ
。
ま
し
て
や
、

貧
困
や
格
差
、
医
療
崩
壊

を
引
き
起
こ
し
た
小
泉

定
な
ど
以
前
よ
り
も
踏
み

込
ん
で
主
張
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
選
挙
結
果
が

私
た
ち
の
生
活
に
何
を
も

た
ら
す
か
危
惧
さ
れ
る
。

　

歯
科
医
師
と
し
て
国
民

る
比
例
代
表
の
議
席
数

は
、
惨
敗
に
終
わ
っ
た
２

０
０
９
年
と
比
べ
て
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
り
、
有
権
者

の
積
極
的
な
支
持
を
得
て

い
な
い
こ
と
は
明
ら
か

訴
え
た
が
、
脱
原
発
を
求

め
る
当
選
者
は
28
％
。
消

費
税
増
税
で
は
反
対
55
・

６
％
に
対
し
、
議
席
12
・

０
％
に
留
ま
っ
た
。

　

大
き
な
原
因
の
一
つ

の
是
非
な
ど
は
、
争
点
に

な
ら
な
か
っ
た
。

　

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
国

民
の
望
む
争
点
か
ら
目
を

そ
ら
し
、「
政
権
の
枠
組

み
」
報
道
に
終
始
し
た
結

「
構
造
改

革
」
の
総
仕

上
げ
、
新
自

由
主
義
路
線

皆
保
険
を
発
展
さ
せ
る
年
に

施
、
施
行
さ
れ
た
た
め
に
、

病
院
や
地
域
歯
科
診
療
所
は

未
だ
に
混
乱
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　

私
は
が
ん
専
門
病
院
で
、

が
ん
患
者
の
歯
科
治
療
や
口

腔
ケ
ア
に
従
事
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
動
き
を
理
解
し
や

す
い
立
場
に
い
る
の
で
、
研

究
会
で
は
、
地
域
歯
科
医
療

機
関
の
先
生
方
に
、
が
ん
患

者
に
安
全
・
安
心
し
て
歯
科

治
療
を
行
い
、
同
時
に
保
険

収
載
さ
れ
た
周
術
期
口
腔
機

能
管
理
を
正
し
く
運
用
す
る

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

◇
日
時
・
１
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
◇
会

場
・
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
◇
会
費

・
会
員
３
千
円
、
会
員
院
所

未
入
会
勤
務
医
１
万
円
◇
定

員
・
１
０
０
人

　

が
ん
治
療
で
は
、
非
常
に

多
く
の
患
者
が
、
治
療
で
生

じ
る
口
腔
粘
膜
炎
や
口
腔
乾

燥
、
味
覚
異
常
、
さ
ら
に
は

歯
性
感
染
症
な
ど
、
様
々
な

口
腔
合
併
症
が
発
症
し
、
口

腔
の
ト
ラ
ブ
ル
で
苦
し
ん
で

き
た
。
こ
う
し
た
問
題
は
、

が
ん
の
治
療
効
果
や
治
療
成

績
が
優
先
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
が
ん

治
療
従
事
者
等
の
働
き
か
け

の
結
果
、
２
０
１
２
年
４
月

診
療
報
酬
改
定
で
周
術
期
口

腔
機
能
管
理
が
新
設
さ
れ
、

が
ん
治
療
に
歯
科
の
口
腔
管

理
が
評
価
さ
れ
、
さ
ら
に
６

月
、
が
ん
対
策
基
本
計
画
に

医
科
歯
科
連
携
で
「
が
ん
患

者
の
口
腔
を
守
る
」
こ
と
が

明
文
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
短
い
期

間
で
、
告
知
も
十
分
な
く
実

１
月
度
生
涯

研
修
抄
録

がん治療を理解して安全・安心に行う
歯科治療・口腔ケア　　　　　　　　
大田洋二郎（静岡県立静岡がんセンター歯科口腔外科部長）
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